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はじめに

• このコマで取り扱う学術雑誌論文とは、学会や学術出版社が、様々な

機関に所属する研究者から収集し、定期的に発行する論文雑誌に掲載

した論文を指します。

• 学術雑誌論文の著作権は、多くが著者から発行元の学会や学術出版社

に移譲されています。
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本講の内容

１．著作権ポリシーの確認
① 確認手順

② SHERPA/RoMEO

③ 出版社サイトで確認

④ SCPJ

⑤ (まとめ)主な確認事項

２．メタデータを作成する
① JPCOARスキーマについて

② 留意事項
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１．著作権ポリシーの確認
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① 確認手順

② SHERPA/RoMEO

③ 出版社サイトで確認

④ SCPJ

⑤ 主な確認事項（まとめ）



１．著作権ポリシーの確認 ①確認手順

【著作権ポリシーの確認手順】

①公開許諾ポリシー確認ツールで概要を確認

• SHERPA/RoMEO（海外出版社）https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/

• SCPJ（国内学協会）https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133

②出版社・学会サイトでの確認

Guide for author、Submissionといったページに記載がある。

ウェブサイトで確認できない場合は、直接問い合わせる。

※確認ツールの情報は更新されていない場合もあるので、必ず直接確認すること！
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https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133


【 SHERPA/RoMEO 】

https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/

１．著作権ポリシーの確認 ② SHERPA/RoMEO (1) 

JPCOAR人材育成作業部会 6

誌名、ISSN、出版社名検索出版社名一覧

例：Institute of Electrical and Electronics 

Engineers (IEEE) (2020-11-22参照）

出版物一覧

https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/


１．著作権ポリシーの確認 ② SHERPA/RoMEO (2) 

【 SHERPA/RoMEO 】例：IEEE Transactions on Computers
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https://v2.sherpa.ac.uk/id/publication/3431 (2020-11-22参照）

出版社・学会サイトの著作権ポリ
シー詳細ページへのリンク

原稿バージョンごとの公開可否、公
開条件の一覧
⇒クリックして詳細情報を確認
※アイコンの意味はHelpページ内の
User Guide (p.8)参照
https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/resources/user-guide.pdf

例：著者最終稿は、機関リポジトリ
にてエンバーゴなしで公開可能
（Accepted Version[pathway a]）

https://v2.sherpa.ac.uk/id/publication/3431
https://v2.sherpa.ac.uk/romeo/resources/user-guide.pdf


１．著作権ポリシーの確認 ④SPCJ

○SCPJ (Society Copyright Policies in Japan)

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133

JPCOARのサイトから、Googleスプレッドシートで一覧が提供されて

いる。
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１．著作権ポリシーの確認 ③出版社サイトで確認 (1)

【IEEEのポリシー】
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4. IEEE allows its authors to follow mandates of agencies that 
fund the author’s research by posting accepted versions of 
their articles in the agencies’ publicly accessible repositories.
→研究助成機関の定めがある場合、機関リポジトリから、著者
最終稿を公開することを許可する

https://www.ieee.org/publications/rights/rights-policies.html (2020-11-22参照）

https://www.ieee.org/publications/rights/rights-policies.html


１．著作権ポリシーの確認 ③出版社サイトで確認 (2)

【IEEEのポリシー】
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“著作権に関する注記“を表示すること

ＩＥＥＥが定める著作権注記を表示すること
出版後はＤＯＩを含めて出版社版を引用すること
出版社版は公開してはいけないこと …etc.

詳しく読むと・・・

https://www.ieee.org/publications/rights/rights-policies.html (2020-11-22参照）

https://www.ieee.org/publications/rights/rights-policies.html


１．著作権ポリシーの確認 ④主な確認事項

【主な確認事項】

□セルフアーカイブの可否，手段（リポジトリの利用はOKか）

□公開ができるバージョン

□公開禁止期間（エンバーゴ）

□出版社版へのリンクの必要性

□著作権，ライセンシングに関する注記

※ウェブサイトでポリシーを確認できない場合は、出版社・学会に問い合わせる。
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２．メタデータの作成
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① JPCOARスキーマについて

② 留意事項



２．メタデータの作成 ①JPCOARスキーマについて

【JPCOARスキーマ 項目一覧の読み方】

• スキーマとして指定されている必須項目は、「タイトル」と「資源タイプ」のみだが、論文を識

別する情報（著者や掲載雑誌に関する情報）、著作権ポリシーで指定されている事項（エンバー

ゴや権利者情報など）は必然的に必須項目となる。

• 「推奨例」「非推奨例」に記載されている例の＜＞で括られたタグは、システムによって自動で

付与されるので、機関リポジトリシステムには言語属性と値を入力する。

例）<dc:titile xml:lang=“ja”>情報爆発時代の研究基盤構想</dc:title>

• 「語彙」列に統制語彙が記載されている項目は、指定されている統制語彙を入力する。（一覧表

の最後に付属している語彙別表も参照すること。）

• 「junii2からのマッピング」の列が、「 junii2 」で作成されたデータを「JPCOARスキーマ」へ移

行する際のデータ移行の規則となる。

＊JAIROCloudの場合、「WEKO３」への移行時にこのルールに沿って移行される。
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２．メタデータの作成 ①JPCOARスキーマについて

【JPCOARスキーマガイドラインの使い方】

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja
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スキーマ説明を選択

項目を選択

よくある質問は「FAQ」にあります。
ここでも分からないときは、「問い合
わせ」フォームから質問できます。

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja


２．メタデータの作成 ②留意事項

• メタデータの作成に「正解」はありませんので、各機関で工夫して作

成してください。

• 各機関で定めたメタデータの作成ルールは、マニュアル化しておくこ

とを推奨します。

※リポジトリのコンテンツは、世界の人が永続的に利用することを

考慮しつつ、各機関が安定的に運用できる方法を選択してください。
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メタデータの作成 ②留意事項

• JAIRO Cloudを利用している場合、 WEKO2からWEKO3へのデータ移

行（2020年12月上旬～2021年2月末に予定2021年8月16日現在日程調

整中）する際に、junii2からJPCOARスキーマへの変換が行われます。

• junii2のルールで正しく登録できていないデータは、JPCOARスキーマ

に正しく変換できないことがあります。

参考：「JPCOARスキーマ ガイドライン」FAQ

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/faq
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これで本稿は終わりです。


